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 剛継手基準位置を変更しても、入力画面上や作図上で剛継手 

 の寸法位置は変わりません。寸法位置を変更したい場合は、 

 以下のパラメーターで寸法基準位置を設定します。 

 ・図面作成 – 5.梁伏図 – 27）柱剛継手寸法基準 

 ・図面作成 – 5.梁伏図 – 28）梁剛継手寸法基準 

 ・図面作成 – 6.軸組図 – 29）柱剛継手寸法基準 

 ・図面作成 – 6.軸組図 – 30）梁剛継手寸法基準 

入力画面の寸法位置は、画面下の設定が工事別の場合に 

作図パラメーターを参照します。 

例）【継手距離】800、【寸法線基準位置】柱芯の時に、

剛継手基準位置を変更した場合の寸法線の見え方 

            【剛継手基準位置】 

 

 

 

 

【ファイル】-【パラメーター】- データ作成 - 37.柱、梁作成関連 –  

 17）柱剛継手基準位置・18）梁剛継手基準位置 で全体の剛継手基準位置を一括で変更します。 

 

 

 

 

 

17）柱剛継手基準位置      18）梁剛継手基準位置 

  

 

 

 

個別で変更したい場合は、梁の修正から変更できます(Ver3.0～ 対応)。 

【本体】-【梁】-【修正】をクリック、継手の基準を変更したい大梁を選択、【剛継手基準位置】を設定します。 

【1-パラメーター参照】の場合は、上記のパラメーター設定に従います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パラメーターまたは梁の修正で変更できます。 

4-柱面 

3-柱芯 

2-通り 

例）【継手距離】800、【寸法線基準位置】柱芯 の時に、 

   剛継手基準位置を変更した場合の寸法線の見え方 

【剛継手基準位置】 


